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February Bulletin       2
に

月
がつ

のミニ
み に

情 報
じょうほう

 
 

日本
にほん

のいま 

～血液型本
けつえきがたぼん

～ 

昨年
さくねん

1
いち

年間
ねんかん

の出 版 物
しゅっぱんぶつ

のベストセラー
べ す と せ ら ー

のトップ
と っ ぷ

10 に、血液型
けつえきがた

をテ
て

ー
ー

マ
ま

にした本
ほん

が 4
よん

冊
さつ

もランクイン
ら ん く い ん

したそうです。先行
さきゆ

き

が不透明
ふとうめい

な社会情勢
しゃかいじょうせい

を反映
はんえい

した 占
うらな

いブーム
ぶ ー む

の一種
いっしゅ

なのか、それとも人格
じんかく

を A、B、O、AB のたった 4
よん

タイプ
た い ぷ

に分
わ

けて論
ろん

じ

る単 純
たんじゅん

さ故
ゆえ

に話題
わだい

にし易
やす

いからでしょうか。ランクイン
ら ん く い ん

した 4
よん

冊以外
さついがい

にも昨年
さくねん

は様々
さまざま

な血液型本
けつえきがたぼん

が出 版
しゅっぱん

され、よく売
う

れ

たようです。 

そもそも日本人
にほんじん

はいわゆる「血液型
けつえきがた

占
うらな

い」が大
だい

好
す

きですが、それもそのはずで、血液型
けつえきがた

による性格分類
せいかくぶんるい

を最初
さいしょ

に唱
とな

えた

のは日本人
にほんじん

の学者
がくしゃ

とか。ちなみに日本以外
にほんいがい

では韓国
かんこく

や中 国
ちゅうごく

などにも浸透
しんとう

しているものの、世界
せかい

の中
なか

では血液型
けつえきがた

による

性格分類
せいかくぶんるい

はあまり一般的
いっぱんてき

ではなく、普及
ふきゅう

もしていないようです。みなさんの母国
ぼこく

ではどうでしょうか？ 日本人
にほんじん

と話
はな

してい

ている時
とき

に血液型
けつえきがた

を聞
き

かれ、面食
めんく

らった人
ひと

もいるかもしれませんが、日本
にほん

では血液型
けつえきがた

の話題
わだい

は相手
あいて

の人
ひと

となりをつかむため

のきっかけ作
づく

りとしてよく使
つか

われています。 
 

Today’s Japan 
Blood Type Books 

Four books about blood types remained among the top ten bestsellers for the entire year last year. This interest in blood 
types may be part of the fortune-telling boom that has arisen due to our current social situation, which makes the future 
uncertain, or it may be that the simplicity of dividing human personalities up into four different types – A, B, O and AB – 
makes these books a ready topic of conversation. Besides the four books mentioned above, it seems that a variety of books 
about blood types were published last year, and they sold well. 
Japanese people have long been interested in fortune-telling by blood type, and so it is no surprise that it was a Japanese scholar who first 
suggested that personalities could be classified by blood type. This belief has also spread to Korea and China, but it does not seem to be a 
general or even a widespread belief in the rest of the world. What about in your home country? You have probably heard Japanese people 
talking about blood types, and you may even have given you quite a surprise. However, Japanese people often use conversations about 
blood type to create an opportunity to learn more about the person they are talking to. 
 

 
ことばの歳時記

さ い じ き

 
～こんこん～ 

 日本
にほん

では、立 春
りっしゅん

の前日
ぜんじつ

である毎年
まいとし

2
に

月
がつ

3
みっ

日
か

ごろを「節分
せつぶん

」といい、季節
きせつ

の変
か

わり目
め

に 生
しょう

じるといわれる邪気
じゃき

（鬼
おに

）を追
お

い払
はら

うために「鬼
おに

は外
そと

、福
ふく

は内
うち

」と言
い

いながら豆
まめ

まきをしたりします。 

 このように日本
にほん

の2
に

月
がつ

は、冬
ふゆ

から春
はる

に季節
きせつ

が移
うつ

り変
か

わる節目
ふしめ

の月
つき

で、体感的
たいかんてき

にはまだまだ寒
さむ

く、特
とく

に雪
ゆき

深
ふか

い地域
ちいき

では、春
はる

の 訪
おとず

れを待
ま

ちわびている人
ひと

たちも多
おお

いと思
おも

います。 

 さて日本
にほん

には「雪
ゆき

やこんこ（ん）、 霰
あられ

やこんこ（ん）」ではじまる童謡
どうよう

があります。「こんこ（ん）」は、「来
こ

い来
こ

い＝降
ふ

れ降
ふ

れという意味
い み

の古語
こ ご

）」が元
もと

になっているともいわれています。 

一方
いっぽう

「こんこん」には、「咳
せき

がこんこん出
で

る」「 扉
とびら

をこんこんたたく」といった実際
じっさい

の音
おと

に近
ちか

いものを表 現
ひょうげん

する場合
ばあい

と、

「 泉
いずみ

がこんこんと湧
わ

く（尽
つ

きることなく水
みず

が盛
さか

んに湧
わ

き出
で

るさま）」「こんこんと諭
さと

す（ 心
こころ

をこめて繰
く

り返
かえ

し説
と

くさま）」「こ

んこんと眠
ねむ

る（眠
ねむ

りの深
ふか

いさま）」など様々
さまざま

な意味
い み

で使
つか

う場合
ばあい

があります。 
 

A Calendar of Words  
Konkon 

 
In Japan, the day before the first day of spring in the old calendar (around about February 3) is called Setsubun. Demons 
are said to appear at the turning-point between seasons, and on Setsubun it is the custom to throw beans and shout “Out 
with demons, in with good luck!” in order to cast these demons out. 
February in Japan is a transitional period between winter and spring. It still feels cold, but many people are eagerly 
awaiting the spring, particularly in areas that get heavy snow. 
There is a Japanese children’s song that begins “Yuki ya konko(n), arare ya konko(n) (“Come snow, come hail”). This is 
said to have originated from the fact that “konko(n)” is an ancient word meaning “koi, koi” (“come, come”) or in this case, 
“fure, fure” (“fall, fall”). 
Konkon can also be used to express a sound, such as in “Seki ga konkon deru” (“Have a hacking cough”), or “Tobira wo 
konkon tataku” (“To rap on a door”). And it can also be used with a variety of other meanings, such as “Izumi ga konkon to 
waku” (“water bubbles up from the spring with no sign of stopping”), “Konkon to satosu” (“to repeatedly admonish 
someone”), and “Konkon to nemuru” (“to sleep deeply”). 
 




